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事業実績前年度対比

平成29年度  決  算  概  要

平
成
30
年
度
第
１
回 

定
時
理
事
会
・
定
時
評
議
員
会
・
臨
時
理
事
会
の
開
催

平
成
30
年
度
第
１
回 

定
時
理
事
会
・
定
時
評
議
員
会
・
臨
時
理
事
会
の
開
催

（１）

　　

定時評議員会の様子

定時理事会定時評議員会臨時理事会

平成28年度
3,163人
1,581人
4,744人
2,480人

137,930千円
1,035,087千円

187,468千円
1,360,485千円

52.3%

平成29年度
3,368人
1,713人
5,081人
2,348人

126,803千円
958,260千円
176,742千円

1,261,805千円
46.2%

対前年度比
106.4%
108.3%
107.1%

94.6%
91.9%
92.5%
94.2%
92.7%
－

項　　　目
  男
 会 員 数 女
  計
就 業 実 人 員
  公共
 契 約 金 額 企業
  個人
  計
就 業 率

受託事業収益
葬祭場管理運営事業収益
労働者派遣事業等受託収益
基本財産運用益
特定資産運用益
受取会員登録手数料
受取補助金等
受取寄付金
雑収益

経常収益計
事業費
管理費

経常費用計

固定資産売却益
経常外収益計

固定資産売却（除却）損
雑費

経常外費用計

経常収益

経常費用

当期経常増減額
経常外収益

経常外費用

当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

決算額
1,261,805,187

177,399,851

7,074,005

54,861

11,681

473,000

70,275,000

0

10,226

1,517,103,811
1,489,334,636

34,735,240

1,524,069,876
-6,966,065

0

0
0

0

0
0

-6,966,065
206,107,526
199,141,461

（単位：円）（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで）

科　　　　　　目

　
平
成
30
年
度
第
１
回
定
時
理
事
会
が
５
月
30

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
３
議
案
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
　
案
】

①
平
成
29
年
度
事
業
報
告
及
び
事
業
報

告
の
附
属
明
細
書
の
承
認
に
つ
い
て

②
平
成
29
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）

の
承
認
に
つ
い
て

③
平
成
30
年
度
定
時
評
議
員
会
の
日
時

及
び
場
所
並
び
に
目
的
で
あ
る
事
項

等
の
決
定
に
つ
い
て

　　
平
成
30
年
度
定
時
評
議
員
会
及
び
第
1
回
臨

時
理
事
会
が
６
月
15
日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
議

案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
議
　
案
】

①
平
成
29
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）

の
承
認
に
つ
い
て

②
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
【
議
　
案
】

①
理
事
長
及
び
常
務
理
事
の
選
定
に
つ

い
て

　
平
成
29
年
度
は
「
第
２
期
基
本
計
画
（
平
成

27
〜
31
年
度
）」
の
中
間
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

昨
今
の
社
会
・
経
済
情
勢
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
急
速
な
変
化

を
踏
ま
え
、
29
年
度
途
中
ま
で
の
事
業
の
実
施

状
況
等
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
後

半
期
間
が
現
在
の
情
勢
に
見
合
う
内
容
と
な
る

よ
う
、
新
規
会
員
登
録
者
数
の
目
標
数
値
等
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
認
知
度
倍
増
計
画
」
を
策
定
し
、

当
セ
ン
タ
ー
の
登
録
会
員
数
の
増
強
と
そ
れ
に

伴
う
就
業
の
場
の
拡
大
に
つ
い
て
検
討
し
順
次

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
近
年
、
全
国
的
に
適
正
就
業
の
対

応
を
求
め
ら
れ
る
中
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
契

約
内
容
の
見
直
し
に
よ
り
請
負
・
委
任
契
約
か

ら
派
遣
契
約
へ
の
移
行
を
進
め
る
と
と
も
に
、

会
員
及
び
発
注
者
を
対
象
と
し
て
、
適
正
就
業

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
配
布
と
説
明
を
行
い
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
の
在
り
方
に
つ

い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
は
、「
か
わ
さ
き
南
部
斎
苑
」
と
「
か

わ
さ
き
北
部
斎
苑
」
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、

民
間
事
業
者
と
共
に
事
業
運
営
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
平
成
29
年
度
に
つ
い
て
も
安
心
・
安

全
を
基
に
、
公
正
で
円
滑
な
事
業
の
執
行
に
努

め
ま
し
た
。

事
業
報
告

川崎市立川崎病院

牧野会員（左）、宮田会員（右）稲毛会員

中村会員

仁田会員

病
院
利
用
者
の
た
め
に

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（６）

　
今
回
の
取
材
先
で
あ

る
川
崎
市
立
川
崎
病
院

は
外
来
患
者
だ
け
で
も

一
日
千
人
を
超
え
る
川

崎
市
の
基
幹
病
院
で
す
。

こ
の
病
院
の
利
用
者
の

た
め
の
、
病
院
内
の
駐

輪
場
案
内
と
施
設
敷
地

内
の
除
草
作
業
を
さ
れ

て
い
る
、
５
名
の
会
員

に
取
材
し
ま
し
た
。

【
川
崎
病
院
庶
務
課
の
鈴
木
管
理
係
長
様
よ
り
伺
う
】

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
さ
ん
に
は
本
年
４
月
か
ら
駐

輪
場
案
内
と
施
設
敷
地
内
の
除
草
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
来
院
さ
れ
る
方
々
か
ら
は
、
駐
輪
場
で
は
『
親

切
な
ご
案
内
を
い
た
だ
き
ま
し
た
』『
駐
輪
場
が
前
と
は

違
い
整
然
と
し
て
置
き
や
す
い
』、
除
草
で
も
『
綺
麗
に

な
り
ま
す
ね
』『
さ
っ
ぱ
り
し
て
気
持
ち
い
い
で
す
ね
』

な
ど
の
お
声
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。
短
期
間
で
は
あ
り
ま

す
が
、
す
ぐ
に
良
い
効
果
と
な
っ
て
現
れ
て
う
れ
し
く
思

い
ま
す
し
、
会
員
の
皆
様
の
熱
心
な
活
動
に
は
大
変
敬
服

し
て
お
り
ま
す
。

【
牧
野
会
員
・
宮
田
会
員
の
話
】

　
駐
輪
場
の
朝
８
時
か
ら
９
時
の
ピ
ー
ク
の
混
雑
は
戦
場

の
よ
う
で
す
。
私
た
ち
は
、
後
か
ら
来
た
人
も
ス
ム
ー
ズ

に
駐
輪
で
き
る
よ
う
空

き
ス
ペ
ー
ス
へ
案
内
し

た
り
、
駐
輪
場
外
に
駐

輪
さ
れ
た
方
に
了
承
を

い
た
だ
き
移
動
し
た
り

も
し
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
障
害
を
お
持
ち
の

方
や
お
年
寄
り
、
子
ど

も
連
れ
の
利
用
者
等
、

独
り
で
出
し
入
れ
で
き

な
い
方
々
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
帰
る
利
用

者
か
ら
『
あ
り
が
と
う
』
の
一
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が

本
当
に
大
き
な
パ
ワ
ー
に
な
り
ま
す
。

【
仁
田
会
員
・
中
村
会
員
・
稲
毛
会
員
の
話
】

　
川
崎
病
院
は
広
大
な

敷
地
に
加
え
、
一
部
に

車
路
も
あ
り
、
多
く
の

市
民
が
往
来
し
て
い
ま

す
。
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
安
全
就
業
を
第

一
に
、
３
人
で
年
間
計

画
を
立
て
調
整
し
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
樹
木
へ
の
影
響
等
も
で
な
い

よ
う
心
を
込
め
綺
麗
に

除
草
し
て
い
ま
す
。
来

院
さ
れ
た
老
婦
人
か
ら

い
た
だ
い
た
『
綺
麗
に

な
り
ま
す
ね
、
ご
苦
労

様
』
の
一
言
は
本
当
に

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
差
し
が
強
く
な
る
こ

れ
か
ら
も
暑
さ
対
策
に

努
め
て
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

【
感
　
　想
】

　
こ
の
度
の
各
会
員
の

地
道
な
作
業
に
込
め
ら

れ
た
細
や
か
な
心
遣
い
と
創
出
さ
れ
る
綺
麗
な
景
観
は
利

用
者
の
方
々
の
心
に
響
き
、
静
か
な
支
え
に
な
っ
て
い
る

と
取
材
を
通
じ
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
取
材
：
会
報
編
集
委
員
　
堤
　
伸
雄

配分金支払日のお知らせ

7月分

8月分

9月分

8月27日 ㈪

9月25日 ㈫

10月25日 ㈭

7月分から9月分の配分金支払日は 
次のとおりとなっております。

※配分金は月末で締めて翌月25日（金融
機関が休日の場合は翌営業日）に指定
された口座に、お支払いいたします。

人 事 異 動

【退　任】（5月31日）
○南部事務所
　足利谷　美奈子

【新　任】（6月1日）
○南部事務所
　佐　藤　　　薫



安
全
就
業
だ
よ
り

安
全
就
業
だ
よ
り

◇平成30年3月～5月までに起きた事故（昨年同期間は2件）

事 　 　 故 　 　 状 　 　 況事務所区分 発生日 年齢保険種類 性別№ 仕事の内容

熱 中 症 の 予 防 に つ い て

最
優
秀
作
品

「
も
う
少
し 

ま
だ
大
丈
夫
が 

事
故
の
元
」

　
　
　
　
　畑

　
　順
雄

　中
部
会
員

　熱中症のピークは７月から８月です。特に６５歳以上の高齢者が多く発症しています。
　就業する作業環境の把握と、普段からの体調管理に留意し、熱中症の予防対策に努め
ましょう。
● 「睡眠と休養」をしっかりとりましょう。
● 「十分な水分と適度な塩分」を摂取しましょう。
● 屋外では帽子をかぶり、直射日光を避けましょう。
　 また、熱を吸収しやすい服装は避けるようにしましょう。
● 体調が優れない場合は無理をせず、木陰などで休むようにしましょう。
● 複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。

　平成29年度は、傷害事故の多くが転倒事故となっており、賠償事故の内容としては、用具を接触させて損壊するケースが最
も多い状況です。ちょっとした気の緩みから起こってしまったという報告が挙がっています。
　平成29年度は事故の件数が平成28年度に比べ、全体で7件の減少となっておりますが、過去5年間で見ると、一番少ない27
年度より、1件多くなっております。
　今後は自身の健康面、また、就業中や就業場所に行く時、帰る時等、気の緩みが無いよう、常に周囲の状況等を気にしていただき、
事故防止をしましょう。

平成29年度 事故件数に関する分類について
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（３） （２）

清掃作業現場敷地内で、しゃがんで草取りをしており、草取りが完
了したため、立ち上がろうとしたところ、足に違和感を感じ歩行が
難しくなった。病院で診察を受けたところ、肉離れと診断された。
就業中にバックヤードにて他の従業員が押している台車を後ろからぶつ
けられて、右足首内側を約3cm程裂傷、その後前方に倒れて、左膝打撲。
店舗前で搬入作業中に、台車で段差を乗り越えようとしたところ、
台車が倒れ、転倒した。腰を打ち、また捻ってしまって痛みがひどく、
整形外科を受診した。
施設内の1階で、在庫品を2階へ運搬中、エレベーター前でつまず
き転倒。右膝を床に打ち付け、膝蓋骨を骨折（ひび）した。
就業後、帰宅のため自転車で走行中、歩道と車道の段差に前輪が接
触し転倒。左足首の外側踝を骨折。

中部

南部

北部

南部

南部

就業中

就業中

就業中

就業中

途上

3月23日

4月18日

5月16日

5月19日

5月24日

女

女

男

女

女

75

70

73

69

76

傷害

傷害

傷害

傷害

傷害

1

2

3

4

5

屋内清掃作業
 

商品管理

自転車整理等

施設内軽作業

施設管理

安全・適正就業委員会の様子

　
６
月
25
日
（
月
）、
第
１
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
題
は
、 
①
平
成
30
年
度
「
安
全

就
業
標
語
」
の
選
考 

②
平
成
29
年
度
「
安
全
・
適
正
就

業
委
員
会
」の
事
業
報
告 

③
平
成
29
年
度「
事
務
所
安
全
・

適
正
就
業
対
策
会
議
」
の
事
業
報
告 
④
平
成
29
年
度
事

故
発
生
状
況
の
報
告
で
し
た
。

　「
安
全
就
業
標
語
」
は
15
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
委
員

会
で
厳
選
に
選
考
し
た
結
果
、
最
優
秀
作
品
が
１
作
品
、

優
秀
が
２
作
品
、
佳
作
が
３
作
品
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
事
故
発
生
状
況
の
報
告
状
況
で
は
、
前
年

度
の
31
件
に
比
べ
、
24
件
と
７
件
減
少
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
、
事
故
内
容
の
分
析
と
対
策
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
事
故
内
容
は
「
平
成
29
年
度
事
故
状
況
の
分
析
」

の
と
お
り
で
、
賠
償

事
故
は
１
件
、
傷
害

事
故
は
６
件
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
30
年
度 

第
１
回

　
　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
開
催
　
　

◎
安
全
就
業
標
語

　
優
秀
作
品

　「気
を
抜
く
な  

安
全・注
意
に  

終
わ
り
な
し
！！
」

林

　
　啓
雄

　中
部
会
員

　「声
か
け
は
　災
害
防
止
の
　第
一
歩
」

白
石

　敏
光

　中
部
会
員

　
佳
作
と
し
て
、
関
根 

清
次 

南
部
会
員
、
風
間 

積 

中

部
会
員
、
吉
田 

晶
子 

北
部
会
員
が
入
選
し
ま
し
た
。

連
合
会
安
全
就
業
表
彰
受
賞

　
神
奈
川
県
内
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
お
け

る
、
事
故
防
止
等

安
全
就
業
の
優
良

活
動
拠
点
と
し

て
、
当
セ
ン
タ
ー

南
部
事
務
所
が
神

奈
川
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
よ
り
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

①就業・途上別内訳

就業中
19件

（79%）

途上
5件

（21%）

75～79歳
7人

（29%）

男性
18人

（75%）

女性
6人

（25%）

②年齢別内訳

70～74歳
5人

（21%）

80歳以上
2人

（8%）

65～69歳
10人

（42%）

60～64歳
0人

（0%）

⑤賠償事故内訳 過去5年間の事故件数推移（件数）

27 28

傷害事故

賠償事故

29 （年度）25

④傷害事故内訳

転倒
8件

（47%）

虫に
刺され

1件
（6%）

③男女別内訳

墜落、転落
3件

（17％）

激突され
2件

（12%）

はさまれ
1件

（6%）

用具を
接触させて損壊

4件
（57%）

機械・用具の
誤動作

1件
（14%）

8
711 11

6

23
17

23

14

17

26

倒して
損壊
2件

（29%）

無理な
動作
2件

（12%）

小池事務局長（左）、市川参事・南部事務所長（中）、栗山理事長（右）



安
全
就
業
だ
よ
り

安
全
就
業
だ
よ
り

◇平成30年3月～5月までに起きた事故（昨年同期間は2件）

事 　 　 故 　 　 状 　 　 況事務所区分 発生日 年齢保険種類 性別№ 仕事の内容

熱 中 症 の 予 防 に つ い て

最
優
秀
作
品

「
も
う
少
し 

ま
だ
大
丈
夫
が 

事
故
の
元
」

　
　
　
　
　畑

　
　順
雄

　中
部
会
員

　熱中症のピークは７月から８月です。特に６５歳以上の高齢者が多く発症しています。
　就業する作業環境の把握と、普段からの体調管理に留意し、熱中症の予防対策に努め
ましょう。
● 「睡眠と休養」をしっかりとりましょう。
● 「十分な水分と適度な塩分」を摂取しましょう。
● 屋外では帽子をかぶり、直射日光を避けましょう。
　 また、熱を吸収しやすい服装は避けるようにしましょう。
● 体調が優れない場合は無理をせず、木陰などで休むようにしましょう。
● 複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。

　平成29年度は、傷害事故の多くが転倒事故となっており、賠償事故の内容としては、用具を接触させて損壊するケースが最
も多い状況です。ちょっとした気の緩みから起こってしまったという報告が挙がっています。
　平成29年度は事故の件数が平成28年度に比べ、全体で7件の減少となっておりますが、過去5年間で見ると、一番少ない27
年度より、1件多くなっております。
　今後は自身の健康面、また、就業中や就業場所に行く時、帰る時等、気の緩みが無いよう、常に周囲の状況等を気にしていただき、
事故防止をしましょう。

平成29年度 事故件数に関する分類について

0

5

10

15

20

25

（３） （２）

清掃作業現場敷地内で、しゃがんで草取りをしており、草取りが完
了したため、立ち上がろうとしたところ、足に違和感を感じ歩行が
難しくなった。病院で診察を受けたところ、肉離れと診断された。
就業中にバックヤードにて他の従業員が押している台車を後ろからぶつ
けられて、右足首内側を約3cm程裂傷、その後前方に倒れて、左膝打撲。
店舗前で搬入作業中に、台車で段差を乗り越えようとしたところ、
台車が倒れ、転倒した。腰を打ち、また捻ってしまって痛みがひどく、
整形外科を受診した。
施設内の1階で、在庫品を2階へ運搬中、エレベーター前でつまず
き転倒。右膝を床に打ち付け、膝蓋骨を骨折（ひび）した。
就業後、帰宅のため自転車で走行中、歩道と車道の段差に前輪が接
触し転倒。左足首の外側踝を骨折。

中部

南部

北部

南部

南部

就業中

就業中

就業中

就業中

途上

3月23日

4月18日

5月16日

5月19日

5月24日

女

女

男

女

女

75

70

73

69

76

傷害

傷害

傷害

傷害

傷害

1

2

3

4

5

屋内清掃作業
 

商品管理

自転車整理等

施設内軽作業

施設管理

安全・適正就業委員会の様子

　
６
月
25
日
（
月
）、
第
１
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
題
は
、 

①
平
成
30
年
度
「
安
全

就
業
標
語
」
の
選
考 

②
平
成
29
年
度
「
安
全
・
適
正
就

業
委
員
会
」の
事
業
報
告 

③
平
成
29
年
度「
事
務
所
安
全
・

適
正
就
業
対
策
会
議
」
の
事
業
報
告 

④
平
成
29
年
度
事

故
発
生
状
況
の
報
告
で
し
た
。

　「
安
全
就
業
標
語
」
は
15
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
委
員

会
で
厳
選
に
選
考
し
た
結
果
、
最
優
秀
作
品
が
１
作
品
、

優
秀
が
２
作
品
、
佳
作
が
３
作
品
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
事
故
発
生
状
況
の
報
告
状
況
で
は
、
前
年

度
の
31
件
に
比
べ
、
24
件
と
７
件
減
少
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
、
事
故
内
容
の
分
析
と
対
策
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
事
故
内
容
は
「
平
成
29
年
度
事
故
状
況
の
分
析
」

の
と
お
り
で
、
賠
償

事
故
は
１
件
、
傷
害

事
故
は
６
件
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
30
年
度 

第
１
回

　
　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
開
催
　
　

◎
安
全
就
業
標
語

　
優
秀
作
品

　「気
を
抜
く
な  

安
全・注
意
に  

終
わ
り
な
し
！！
」

林

　
　啓
雄

　中
部
会
員

　「声
か
け
は
　災
害
防
止
の
　第
一
歩
」

白
石

　敏
光

　中
部
会
員

　
佳
作
と
し
て
、
関
根 

清
次 

南
部
会
員
、
風
間 

積 

中

部
会
員
、
吉
田 

晶
子 

北
部
会
員
が
入
選
し
ま
し
た
。

連
合
会
安
全
就
業
表
彰
受
賞

　
神
奈
川
県
内
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
お
け

る
、
事
故
防
止
等

安
全
就
業
の
優
良

活
動
拠
点
と
し

て
、
当
セ
ン
タ
ー

南
部
事
務
所
が
神

奈
川
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
よ
り
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

①就業・途上別内訳

就業中
19件

（79%）

途上
5件

（21%）

75～79歳
7人

（29%）

男性
18人

（75%）

女性
6人

（25%）

②年齢別内訳

70～74歳
5人

（21%）

80歳以上
2人

（8%）

65～69歳
10人

（42%）

60～64歳
0人

（0%）

⑤賠償事故内訳 過去5年間の事故件数推移（件数）

27 28

傷害事故

賠償事故

29 （年度）25

④傷害事故内訳

転倒
8件

（47%）

虫に
刺され

1件
（6%）

③男女別内訳

墜落、転落
3件

（17％）

激突され
2件

（12%）

はさまれ
1件

（6%）

用具を
接触させて損壊

4件
（57%）

機械・用具の
誤動作

1件
（14%）

8
711 11

6

23
17

23

14

17

26

倒して
損壊
2件

（29%）

無理な
動作
2件

（12%）

小池事務局長（左）、市川参事・南部事務所長（中）、栗山理事長（右）



地域班の会議の様子

神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
主
催
　
講
習
会
の
お
知
ら
せ

神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
主
催
　
講
習
会
の
お
知
ら
せ

（４）

　
５
月
30
日
（
水
）、
第
１
回
地
域
班
全
体
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
事
務
局
長
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
知
ら
な
い
方
は
多
い
た
め
、
地
域
班

の
地
道
な
取
り
組
み
は
必
要
で
あ
る
。
当
セ
ン
タ
ー
で

は
、
事
業
の
普
及
啓
発
の
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
「
認

知
度
倍
増
計
画
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
新

た
な
取
り
組
み
な
ど
も
含
め
、
こ
の
連
絡
会
議
で
は
課

題
を
踏
ま
え
て
協
議
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　
会
議
の
議
事
と
し
て
は
、
平
成
29
年
度
の
地
域
班
活

動
と
し
て
、
各
事
務
所
か
ら
、
地
域
班
会
議
の
開
催
状

況
、
チ
ラ
シ
配
布
活
動
及
び
普
及
啓
発
活
動
の
参
加
報

告
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
地
域
班
に

よ
る
会
員
募
集
、
仕

事
の
依
頼
等
の
チ
ラ

シ
配
布
は
、
全
市
で

約
２
万
千
９
百
戸
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

　
　「ス
ー
パ
ー
で
働
く
ス
キ
ル
学
べ
ま
す
！
」

　
・
講
習
期
間
　
　
平
成
30
年
11
月
５
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
７
日
（
水
）
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
３
日
間
）

　
・
講
習
会
場　
　
川
崎
ビ
ル
４
階
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　（
川
崎
市
川
崎
区
南
町
20
―
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
J
R
川
崎
駅
よ
り
徒
歩
10
分

　・
申
込
期
間
　
　平
成
30
年
９
月
21
日
（
金
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
25
日
（
木
）
ま
で

　
・
受
講
費
用
　
　無
　
料

　
・
受
講
対
象
者
　神
奈
川
県
内
に
お
住
ま
い
で
、
講
習

開
始
時
に
満
60
歳
以
上
、
受
講
後
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
会
員
と

し
て
ご
登
録
い
た
だ
け
る
方
、
ま
た

は
す
で
に
会
員
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み

方
法
や
詳
細
等
は
、

主
催
者
で
あ
る
（
公

社
）
神
奈
川
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
４
５
―
６
３
３

　
　
　
　
―
５
４
３
２

◎
平
成
30
年
度 

第
１
回

　
　
　
　
地
域
班
全
体
会
議
開
催

◎
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　養
成
講
習
会

　
会
報
編
集
委
員
会
で
は
会
員
投
稿
記
事
や
写
真
な
ど

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
内
容
（
①
②
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
①
投
稿
記
事
…
就
業
時
の
様
子
や
経
験
談
な
ど

　
　
約
３
０
０
字
程
度

　
②
写
真
…
風
景
、
草
花
や
自
作
の
絵
画
・
彫
刻
な
ど

　
　
の
写
真
（
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
）
に
一
言
添
え
て

◆
応
募
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送
　
　

　
く
だ
さ
い
。

◆
送
り
先
　
〒
２
１
０
―
０
０
２
６

　
　
　
　
　
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　
　
　
　
　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
経
営
課
内
　
会
報
編
集
委
員
会
事
務
局
迄

　
※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

就
業
上
知
り
得
た
情
報
と
守
秘
義
務

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
共
施
設
や
福
祉
施
設
、
企
業
、

事
業
所
、
店
舗
、
個
人
家
庭
等
か
ら
様
々
な
業
務
を
受

託
し
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
就
業
上
多
く
の
情
報
に
触
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
事
業
基
本
規
程
で
は
、
就

業
上
知
り
得
た
情
報
は
漏
ら
さ
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
１
）
就
業
上
知
り
得
た
個
人
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
そ
の
他
の
個
人
情
報
は
第
三
者
に
漏
ら
さ
な
い

こ
と
。

（
２
）
就
業
上
知
り
得
た
企
業
情
報
等
の
情
報
も
第
三
者

に
漏
ら
さ
な
い
こ
と
。

◆
投
稿・写
真
を
募
集
し
ま
す

地
域
班
だ
よ
り

地
域
班
だ
よ
り

◎
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

南
部
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

北
部
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

中
部
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

（５）

★
市
内
統一美
化
活
動
参
加
の
お
知
ら
せ

　
本
年
度
も
「
市
内
統
一
美
化
活
動
」
に
参
加
し

ま
す
。
地
域
へ
の
貢
献
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
活
動
で
す
。
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

実
施
月
日
　
平
成
30
年
９
月
30
日
（
日
）

集
合
時
間
　
午
前
８
時
45
分

集
合
場
所
　
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
東
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
ル
フ
ロ
ン
」
前

申
込
締
切
日
　
平
成
30
年
９
月
21
日
（
金
）

※
参
加
希
望
者
は
、
南
部
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

★
就
業
会
員
の
募
集

（
家
事
援
助
・
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
）

　
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
に
興
味
が
あ
り
、
調
理
の

好
き
な
方
、
夕
方
、
子
ど
も
の
お
迎
え
や
塾
・
お

稽
古
事
等
の
送
迎
が
で
き
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
南
部
事
務
所
に
声
を
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

【
各
種
お
問
合
せ
・
申
し
込
み
先
】

　
南
部
事
務
所
　
電
話
　
２
２
２
―
１
５
５
０

◆
市
内
統一美
化
活
動
参
加
の
お
知
ら
せ

　
本
年
度
も
地
域
美
化
推
進
へ
の
貢
献
と
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、
市

内
統
一
美
化
活
動
に
参
加
い
た
し
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
セ
ン
タ
ー
活
動
の
一
環
と
な

り
ま
す
の
で
皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
平
成
30
年
９
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
45
分
　

　
　
　
　
　
※
少
雨
決
行
、
荒
天
中
止

集
合
場
所
　
新
百
合
ヶ
丘
駅
南
口

　
　
　
　
　
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
マ
キ
リ
像
前

申
込
締
切
日
　
平
成
30
年
９
月
21
日
（
金
）

※
参
加
希
望
の
方
に
は
、
改
め
て
詳
細
を
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

◆
除
草
作
業
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　
こ
れ
か
ら
草
が
伸
び
る
時
期
に
な
り
ま
す
。
加

齢
に
伴
い
、
除
草
が
で
き
な
く
な
っ
た
方
、
共
働

き
で
忙
し
く
除
草
が
で
き
な
い
ご
家
庭
な
ど
除
草

を
依
頼
す
る
お
客
様
が
増
え
て
い
ま
す
。
体
力
に

自
信
の
あ
る
方
、
お
客
様
対
応
な
ど
で
き
る
方
、

是
非
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
会
員
の
方
は
北
部
事

務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
各
種
お
問
合
せ
・
申
し
込
み
先
】

　
北
部
事
務
所
　
電
話
　
９
８
０
―
０
１
３
１

◎
植
木
作
業
説
明
会
（
報
告
）

　
６
月
14
日
、
中
部
事
務
所
２
階
の
会
議
室
に
て
、
植

木
作
業
を
希
望
さ
れ
る
会
員
の
方
に
、
植
木
作
業
説
明

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
資
料
に
基
づ
き
植
木
作
業
に
つ

い
て
説
明
し
、
そ
の
後
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、「
現
在
、
植
木
班
は
何
グ
ル
ー
プ
あ
っ

て
、
何
人
く
ら
い
の
会
員
が
就
業
し
て
い
る
の
か
」
や
、

「
発
注
者
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
要
望
が
あ
る
の
か
」

と
い
っ
た
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

❀
植
木
作
業・除
草
作
業
就
業
会
員
募
集

　
中
部
事
務
所
で
は
、
植
木
作
業
・
除
草
作
業
の

就
業
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
作
業
に
必
要
な

機
材
や
道
具
な
ど
を
現
場
ま
で
運
搬
で
き
る
方

で
、
体
力
に
自
信
が
あ
り
、
丁
寧
な
お
客
様
対
応

が
出
来
る
方
、
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　
中
部
事
務
所
　
電
話
　
８
２
２
―
５
０
３
１

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り



地域班の会議の様子

神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
主
催
　
講
習
会
の
お
知
ら
せ

神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
主
催
　
講
習
会
の
お
知
ら
せ

（４）

　
５
月
30
日
（
水
）、
第
１
回
地
域
班
全
体
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
事
務
局
長
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
知
ら
な
い
方
は
多
い
た
め
、
地
域
班

の
地
道
な
取
り
組
み
は
必
要
で
あ
る
。
当
セ
ン
タ
ー
で

は
、
事
業
の
普
及
啓
発
の
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
「
認

知
度
倍
増
計
画
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
新

た
な
取
り
組
み
な
ど
も
含
め
、
こ
の
連
絡
会
議
で
は
課

題
を
踏
ま
え
て
協
議
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　
会
議
の
議
事
と
し
て
は
、
平
成
29
年
度
の
地
域
班
活

動
と
し
て
、
各
事
務
所
か
ら
、
地
域
班
会
議
の
開
催
状

況
、
チ
ラ
シ
配
布
活
動
及
び
普
及
啓
発
活
動
の
参
加
報

告
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
地
域
班
に

よ
る
会
員
募
集
、
仕

事
の
依
頼
等
の
チ
ラ

シ
配
布
は
、
全
市
で

約
２
万
千
９
百
戸
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

　
　「ス
ー
パ
ー
で
働
く
ス
キ
ル
学
べ
ま
す
！
」

　
・
講
習
期
間
　
　
平
成
30
年
11
月
５
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
７
日
（
水
）
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
３
日
間
）

　
・
講
習
会
場　
　
川
崎
ビ
ル
４
階
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　（
川
崎
市
川
崎
区
南
町
20
―
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
J
R
川
崎
駅
よ
り
徒
歩
10
分

　・
申
込
期
間
　
　平
成
30
年
９
月
21
日
（
金
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
25
日
（
木
）
ま
で

　
・
受
講
費
用
　
　無
　
料

　
・
受
講
対
象
者
　神
奈
川
県
内
に
お
住
ま
い
で
、
講
習

開
始
時
に
満
60
歳
以
上
、
受
講
後
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
会
員
と

し
て
ご
登
録
い
た
だ
け
る
方
、
ま
た

は
す
で
に
会
員
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み

方
法
や
詳
細
等
は
、

主
催
者
で
あ
る
（
公

社
）
神
奈
川
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
４
５
―
６
３
３

　
　
　
　
―
５
４
３
２

◎
平
成
30
年
度 

第
１
回

　
　
　
　
地
域
班
全
体
会
議
開
催

◎
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　養
成
講
習
会

　
会
報
編
集
委
員
会
で
は
会
員
投
稿
記
事
や
写
真
な
ど

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
内
容
（
①
②
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
①
投
稿
記
事
…
就
業
時
の
様
子
や
経
験
談
な
ど

　
　
約
３
０
０
字
程
度

　
②
写
真
…
風
景
、
草
花
や
自
作
の
絵
画
・
彫
刻
な
ど

　
　
の
写
真
（
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
）
に
一
言
添
え
て

◆
応
募
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送
　
　

　
く
だ
さ
い
。

◆
送
り
先
　
〒
２
１
０
―
０
０
２
６

　
　
　
　
　
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　
　
　
　
　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
経
営
課
内
　
会
報
編
集
委
員
会
事
務
局
迄

　
※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

就
業
上
知
り
得
た
情
報
と
守
秘
義
務

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
共
施
設
や
福
祉
施
設
、
企
業
、

事
業
所
、
店
舗
、
個
人
家
庭
等
か
ら
様
々
な
業
務
を
受

託
し
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
就
業
上
多
く
の
情
報
に
触
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
事
業
基
本
規
程
で
は
、
就

業
上
知
り
得
た
情
報
は
漏
ら
さ
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
１
）
就
業
上
知
り
得
た
個
人
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
そ
の
他
の
個
人
情
報
は
第
三
者
に
漏
ら
さ
な
い

こ
と
。

（
２
）
就
業
上
知
り
得
た
企
業
情
報
等
の
情
報
も
第
三
者

に
漏
ら
さ
な
い
こ
と
。

◆
投
稿・写
真
を
募
集
し
ま
す

地
域
班
だ
よ
り

地
域
班
だ
よ
り

◎
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

南
部
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

北
部
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

中
部
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

（５）

★
市
内
統一美
化
活
動
参
加
の
お
知
ら
せ

　
本
年
度
も
「
市
内
統
一
美
化
活
動
」
に
参
加
し

ま
す
。
地
域
へ
の
貢
献
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
活
動
で
す
。
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

実
施
月
日
　
平
成
30
年
９
月
30
日
（
日
）

集
合
時
間
　
午
前
８
時
45
分

集
合
場
所
　
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
東
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
ル
フ
ロ
ン
」
前

申
込
締
切
日
　
平
成
30
年
９
月
21
日
（
金
）

※
参
加
希
望
者
は
、
南
部
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

★
就
業
会
員
の
募
集

（
家
事
援
助
・
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
）

　
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
に
興
味
が
あ
り
、
調
理
の

好
き
な
方
、
夕
方
、
子
ど
も
の
お
迎
え
や
塾
・
お

稽
古
事
等
の
送
迎
が
で
き
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
南
部
事
務
所
に
声
を
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

【
各
種
お
問
合
せ
・
申
し
込
み
先
】

　
南
部
事
務
所
　
電
話
　
２
２
２
―
１
５
５
０

◆
市
内
統一美
化
活
動
参
加
の
お
知
ら
せ

　
本
年
度
も
地
域
美
化
推
進
へ
の
貢
献
と
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、
市

内
統
一
美
化
活
動
に
参
加
い
た
し
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
セ
ン
タ
ー
活
動
の
一
環
と
な

り
ま
す
の
で
皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
平
成
30
年
９
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
45
分
　

　
　
　
　
　
※
少
雨
決
行
、
荒
天
中
止

集
合
場
所
　
新
百
合
ヶ
丘
駅
南
口

　
　
　
　
　
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
マ
キ
リ
像
前

申
込
締
切
日
　
平
成
30
年
９
月
21
日
（
金
）

※
参
加
希
望
の
方
に
は
、
改
め
て
詳
細
を
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

◆
除
草
作
業
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　
こ
れ
か
ら
草
が
伸
び
る
時
期
に
な
り
ま
す
。
加

齢
に
伴
い
、
除
草
が
で
き
な
く
な
っ
た
方
、
共
働

き
で
忙
し
く
除
草
が
で
き
な
い
ご
家
庭
な
ど
除
草

を
依
頼
す
る
お
客
様
が
増
え
て
い
ま
す
。
体
力
に

自
信
の
あ
る
方
、
お
客
様
対
応
な
ど
で
き
る
方
、

是
非
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
会
員
の
方
は
北
部
事

務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
各
種
お
問
合
せ
・
申
し
込
み
先
】

　
北
部
事
務
所
　
電
話
　
９
８
０
―
０
１
３
１

◎
植
木
作
業
説
明
会
（
報
告
）

　
６
月
14
日
、
中
部
事
務
所
２
階
の
会
議
室
に
て
、
植

木
作
業
を
希
望
さ
れ
る
会
員
の
方
に
、
植
木
作
業
説
明

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
資
料
に
基
づ
き
植
木
作
業
に
つ

い
て
説
明
し
、
そ
の
後
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、「
現
在
、
植
木
班
は
何
グ
ル
ー
プ
あ
っ

て
、
何
人
く
ら
い
の
会
員
が
就
業
し
て
い
る
の
か
」
や
、

「
発
注
者
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
要
望
が
あ
る
の
か
」

と
い
っ
た
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

❀
植
木
作
業・除
草
作
業
就
業
会
員
募
集

　
中
部
事
務
所
で
は
、
植
木
作
業
・
除
草
作
業
の

就
業
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
作
業
に
必
要
な

機
材
や
道
具
な
ど
を
現
場
ま
で
運
搬
で
き
る
方

で
、
体
力
に
自
信
が
あ
り
、
丁
寧
な
お
客
様
対
応

が
出
来
る
方
、
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　
中
部
事
務
所
　
電
話
　
８
２
２
―
５
０
３
１

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り
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事業実績前年度対比

平成29年度  決  算  概  要

平
成
30
年
度
第
１
回 

定
時
理
事
会
・
定
時
評
議
員
会
・
臨
時
理
事
会
の
開
催

平
成
30
年
度
第
１
回 

定
時
理
事
会
・
定
時
評
議
員
会
・
臨
時
理
事
会
の
開
催

（１）

　　

定時評議員会の様子

定時理事会定時評議員会臨時理事会

平成28年度
3,163人
1,581人
4,744人
2,480人

137,930千円
1,035,087千円

187,468千円
1,360,485千円

52.3%

平成29年度
3,368人
1,713人
5,081人
2,348人

126,803千円
958,260千円
176,742千円

1,261,805千円
46.2%

対前年度比
106.4%
108.3%
107.1%

94.6%
91.9%
92.5%
94.2%
92.7%
－

項　　　目
  男
 会 員 数 女
  計
就 業 実 人 員
  公共
 契 約 金 額 企業
  個人
  計
就 業 率

受託事業収益
葬祭場管理運営事業収益
労働者派遣事業等受託収益
基本財産運用益
特定資産運用益
受取会員登録手数料
受取補助金等
受取寄付金
雑収益

経常収益計
事業費
管理費

経常費用計

固定資産売却益
経常外収益計

固定資産売却（除却）損
雑費

経常外費用計

経常収益

経常費用

当期経常増減額
経常外収益

経常外費用

当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

決算額
（単位：円）（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで）

科　　　　　　目

　
平
成
30
年
度
第
１
回
定
時
理
事
会
が
５
月
30

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
３
議
案
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
　
案
】

①
平
成
29
年
度
事
業
報
告
及
び
事
業
報

告
の
附
属
明
細
書
の
承
認
に
つ
い
て

②
平
成
29
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）

の
承
認
に
つ
い
て

③
平
成
30
年
度
定
時
評
議
員
会
の
日
時

及
び
場
所
並
び
に
目
的
で
あ
る
事
項

等
の
決
定
に
つ
い
て

　　
平
成
30
年
度
定
時
評
議
員
会
及
び
第
1
回
臨

時
理
事
会
が
６
月
15
日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
議

案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
議
　
案
】

①
平
成
29
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）

の
承
認
に
つ
い
て

②
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
【
議
　
案
】

①
理
事
長
及
び
常
務
理
事
の
選
定
に
つ

い
て

　
平
成
29
年
度
は
「
第
２
期
基
本
計
画
（
平
成

27
〜
31
年
度
）」
の
中
間
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

昨
今
の
社
会
・
経
済
情
勢
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
急
速
な
変
化

を
踏
ま
え
、
29
年
度
途
中
ま
で
の
事
業
の
実
施

状
況
等
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
後

半
期
間
が
現
在
の
情
勢
に
見
合
う
内
容
と
な
る

よ
う
、
新
規
会
員
登
録
者
数
の
目
標
数
値
等
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
認
知
度
倍
増
計
画
」
を
策
定
し
、

当
セ
ン
タ
ー
の
登
録
会
員
数
の
増
強
と
そ
れ
に

伴
う
就
業
の
場
の
拡
大
に
つ
い
て
検
討
し
順
次

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
近
年
、
全
国
的
に
適
正
就
業
の
対

応
を
求
め
ら
れ
る
中
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
契

約
内
容
の
見
直
し
に
よ
り
請
負
・
委
任
契
約
か

ら
派
遣
契
約
へ
の
移
行
を
進
め
る
と
と
も
に
、

会
員
及
び
発
注
者
を
対
象
と
し
て
、
適
正
就
業

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
配
布
と
説
明
を
行
い
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
の
在
り
方
に
つ

い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
は
、「
か
わ
さ
き
南
部
斎
苑
」
と
「
か

わ
さ
き
北
部
斎
苑
」
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、

民
間
事
業
者
と
共
に
事
業
運
営
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
平
成
29
年
度
に
つ
い
て
も
安
心
・
安

全
を
基
に
、
公
正
で
円
滑
な
事
業
の
執
行
に
努

め
ま
し
た
。

事
業
報
告

川崎市立川崎病院

牧野会員（左）、宮田会員（右）稲毛会員

中村会員

仁田会員

病
院
利
用
者
の
た
め
に

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（６）

　
今
回
の
取
材
先
で
あ

る
川
崎
市
立
川
崎
病
院

は
外
来
患
者
だ
け
で
も

一
日
千
人
を
超
え
る
川

崎
市
の
基
幹
病
院
で
す
。

こ
の
病
院
の
利
用
者
の

た
め
の
、
病
院
内
の
駐

輪
場
案
内
と
施
設
敷
地

内
の
除
草
作
業
を
さ
れ

て
い
る
、
５
名
の
会
員

に
取
材
し
ま
し
た
。

【
川
崎
病
院
庶
務
課
の
鈴
木
管
理
係
長
様
よ
り
伺
う
】

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
さ
ん
に
は
本
年
４
月
か
ら
駐

輪
場
案
内
と
施
設
敷
地
内
の
除
草
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
来
院
さ
れ
る
方
々
か
ら
は
、
駐
輪
場
で
は
『
親

切
な
ご
案
内
を
い
た
だ
き
ま
し
た
』『
駐
輪
場
が
前
と
は

違
い
整
然
と
し
て
置
き
や
す
い
』、
除
草
で
も
『
綺
麗
に

な
り
ま
す
ね
』『
さ
っ
ぱ
り
し
て
気
持
ち
い
い
で
す
ね
』

な
ど
の
お
声
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。
短
期
間
で
は
あ
り
ま

す
が
、
す
ぐ
に
良
い
効
果
と
な
っ
て
現
れ
て
う
れ
し
く
思

い
ま
す
し
、
会
員
の
皆
様
の
熱
心
な
活
動
に
は
大
変
敬
服

し
て
お
り
ま
す
。

【
牧
野
会
員
・
宮
田
会
員
の
話
】

　
駐
輪
場
の
朝
８
時
か
ら
９
時
の
ピ
ー
ク
の
混
雑
は
戦
場

の
よ
う
で
す
。
私
た
ち
は
、
後
か
ら
来
た
人
も
ス
ム
ー
ズ

に
駐
輪
で
き
る
よ
う
空

き
ス
ペ
ー
ス
へ
案
内
し

た
り
、
駐
輪
場
外
に
駐

輪
さ
れ
た
方
に
了
承
を

い
た
だ
き
移
動
し
た
り

も
し
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
障
害
を
お
持
ち
の

方
や
お
年
寄
り
、
子
ど

も
連
れ
の
利
用
者
等
、

独
り
で
出
し
入
れ
で
き

な
い
方
々
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
帰
る
利
用

者
か
ら
『
あ
り
が
と
う
』
の
一
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が

本
当
に
大
き
な
パ
ワ
ー
に
な
り
ま
す
。

【
仁
田
会
員
・
中
村
会
員
・
稲
毛
会
員
の
話
】

　
川
崎
病
院
は
広
大
な

敷
地
に
加
え
、
一
部
に

車
路
も
あ
り
、
多
く
の

市
民
が
往
来
し
て
い
ま

す
。
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
安
全
就
業
を
第

一
に
、
３
人
で
年
間
計

画
を
立
て
調
整
し
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
樹
木
へ
の
影
響
等
も
で
な
い

よ
う
心
を
込
め
綺
麗
に

除
草
し
て
い
ま
す
。
来

院
さ
れ
た
老
婦
人
か
ら

い
た
だ
い
た
『
綺
麗
に

な
り
ま
す
ね
、
ご
苦
労

様
』
の
一
言
は
本
当
に

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
差
し
が
強
く
な
る
こ

れ
か
ら
も
暑
さ
対
策
に

努
め
て
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

【
感
　
　想
】

　
こ
の
度
の
各
会
員
の

地
道
な
作
業
に
込
め
ら

れ
た
細
や
か
な
心
遣
い
と
創
出
さ
れ
る
綺
麗
な
景
観
は
利

用
者
の
方
々
の
心
に
響
き
、
静
か
な
支
え
に
な
っ
て
い
る

と
取
材
を
通
じ
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
取
材
：
会
報
編
集
委
員
　
堤
　
伸
雄

配分金支払日のお知らせ

7月分

8月分

9月分

8月27日 ㈪

9月25日 ㈫

10月25日 ㈭

7月分から9月分の配分金支払日は 
次のとおりとなっております。

※配分金は月末で締めて翌月25日（金融
機関が休日の場合は翌営業日）に指定
された口座に、お支払いいたします。

人 事 異 動

【退　任】（5月31日）
○南部事務所
　足利谷　美奈子

【新　任】（6月1日）
○南部事務所
　佐　藤　　　薫


